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重要なお知らせ

本書は、病気について知りたい方に、医師の助言を補足する

一般的な情報をお伝えしようとするものです。しかし、ひと

りひとりの方に対する医師の直接の助言に代わるものではあ

りません。

病気の治療を受けたいと思われる方は、必ず医師の診察を受

けて、その指示や助言にしたがってください。

また、医学の進歩は目ざましいため、本書に書かれている医

薬品や治療法が、場合によってはすぐに新しいものに変わる

可能性があることを、あらかじめご承知おきください。
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R さんのケースをみてみましょう。

　仕事がどんどん難しくなってきた R さんは、毎朝苦痛を感じ

るようになっていました。仕事のあとの晩酌を長年楽しみにして

きた R さんですが、最近は妻や子どもたちから「お父さん、イ

ライラしているよ」と文句を言われるようになりました。「頼り

がいのある以前のお父さんはどこへいってしまったの？」とも言

われます。

　R さんの主治医は彼の血圧を測りながら、飲酒についても尋ね

ました。飲酒でどうして血圧が上がるのかを説明されても半信半

疑の R さんでしたが、医師の勧めに従って 3 週間だけお酒をや

めてみることにしたのです。その結果は？　R さんの体調はぐっ

とよくなりました。

　そこで R さんは「自分の生活からお酒を排除しよう！」と決

めたのです。家族の支えとかかりつけの医師の助言を受け、思っ

ていたよりもずっと楽にお酒から離れられました。そして、まも

なく、家庭生活にも仕事に対しても、以前の活力と意欲を取り戻

したのです。

第1章

はじめに
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仕事のプレッシャーがＲさんにと
ってきつくなってきました。

なんて日だ！  酒でも
飲まなきゃやってられるか！

しかし、自宅では 

いい加減にしてくれ！
飲みすぎてなんかいるか！

病院で血圧の検査をしました。

最近はどれぐらい飲ん
  でいるのですか？

血圧が高いですよ。

　　　医師と家族の助けでＲさん
　　  はお酒をやめ、家族の生活は 
　　まもなくもとに戻ったのです。
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飲みすぎは身近な問題でしょうか？

　日本の飲酒人口は 6,000 万人を超え、男性の 4 割以上、女

性の 1 割近くが習慣的にお酒を飲んでいます。そして、１日あ

たり日本酒を 3 合以上（純アルコールで 60g 以上）飲む人の割

合は、男性では 5.4％、女性では 0.7％となっています（厚生

労働省 2004 年国民健康・栄養調査より）。

　こうした多量飲酒者のうち、飲酒をやめられない人は 82 万人

いるとのことです（厚生労働省が 2003 年に実施した全国調査

より）。成人人口でいえば、男性の約 2％、女性の約 0.1％がア

ルコール依存症なのです。

　さらに、アルコール依存症予備軍とされる重篤問題飲酒者は

440 万人（成人男性の 7.1％、女性の 1.3％）にのぼるとのこ
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とです（『飲酒運転の背景にある「飲酒問題」への介入に関する

要望書』より）。

　数値からすると少ないようにみえますが、近年、女性の飲酒が

頻度・量ともに急激に増えていることにともなって、アルコール

依存症になる女性も増えています。

　また、飲酒が原因の被害（暴言・暴力・セクハラなど）を受け

た人が成人の約 3 割、つまり男女を合わせて約 3,040 万人も

いることもわかりました。そのために、事件を起こしたりしてそ

の後の人生に影響がでた人は 1,400 万人にのぼります（「成人

の飲酒実態と関連問題の予防について」、厚生労働省）。このよう

なことからも、飲酒の問題は珍しいことではなく、むしろ身近な

問題といえるでしょう。

　イギリスでは、全人口 6,000 万人のうち 3,600 万人は日常

的にお酒を飲みます。そのなかの 200 万人に関しては、かなり

の量を飲むといわれており、さらにその半分の男女は、現在（も

しくは過去に）深刻なアルコール問題を抱えていると報告されて

います。

　その数字のうちの 20 万人は、毎日アルコールに依存する段階

まで至っています。今世紀に入ってからは、女性の飲酒もかなり

増えました。以前は、主に男性の問題とされていた「アルコール

依存症」ですが、最近ではカウンセリングを受ける女性の数も男

性と同じくらいに増えています。

　この本では、アルコールの効用と害の両方を説明していきます。



はじめに

�

みなさんが日常の生活においてアルコールと上手につきあってい

くための手引きとなることでしょう。アルコールの量をひかえた

り、禁酒したりすることが、人生を成功に導く第一歩となるはず

です。
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キーポイント

日本では、お酒を飲む人が 6,000 万人以上いて、男
性の４割以上、女性の１割近くが日常的にお酒を飲ん
でいます。イギリスでは 3,600 万人が日常的にアル
コールを飲んでいます。

アルコール依存症の人は、日本全国で 82 万人ほどい
ます。

女性の飲酒の増加にともない、アルコール依存症にな
る女性が増えています。

イギリスでは、カウンセリングを受ける女性の数は男
性と同じくらいです。

■

■

■

■


